
 
 

2024年８月９日 
各  位 

会 社 名  株式会社 駒井ハルテック 
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中期経営計画の見直しに関するお知らせ 
 
 
 当社は、本日開催の取締役会において、2023年２月14日に公表しました中期経営計画（2024年３月期～2026

年３月期）の見直しを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
詳細につきましては、添付の「中期経営計画2023見直し計画」をご覧ください。 

 
記 

 
１．見直しの経緯 

  当社グループは、2023年4月をスタートとする３ヶ年の中期経営計画を策定いたしましたが、外部環境の変化 
及び明らかになった内部事情等を踏まえ、基本方針及び基本戦略などの見直しを決議いたしました。 
 この結果、以下の通り業績計画を修正いたします。 

 
２．数値目標の修正（連結） 

 

         

 売 上 高 60,000 43,000

 橋　梁 18,000 16,000

 鉄　骨 37,000 24,500

 インフラ環境 4,400 1,850

 その他 600 650

 営 業 利 益 5,000 1,800

（営業利益率） (8.3%) (4.2%)

2026年3月期

（百万円）

2026年3月期

（百万円）

修正前 修正後

 
 

以 上 
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明らかになった内部事情外部環境の変化

● 橋梁事業は、鋼橋発注量が低迷するなか、柔軟な受注戦略に
欠け、熾烈な競争に巻き込まれ受注で苦戦

● 鉄骨事業は、計画初年度に予想以上の高操業へ一気に駆け上
がるも、発注者側の変更要望への対応の混乱や生産体制の整
備の遅れ等を露呈

● 2024年6月に発生したサイバー攻撃によるシステム障害で
は、当社内部管理体制の脆弱性や強化課題が明らかになった

✔ 想定と異なる外部環境の変化、新たに明らかになった内部事情を踏まえ、計画の見直しを実施

✔ 生産管理体制や内部管理体制の整備にも重きを置いた経営体質の強化を意識

✔ 業績の飛躍的向上を主眼としていたが、如何なる環境変化にも対応できる経営体質の強さも追求し、企業価値の向上を図る

● 鋼橋発注量は、当初見込みを大幅に下回る形で推移

● 都内高層ビル案件は活況が途切れずに続くと見込み、現に
計画初年度の2023年度は高操業となるも、2024年度以降
は工事内容見直し等で延期及び中止案件が散見され、一旦
下降の見込み

● 建設資材や人件費等の高騰により工事仕様変更が頻発する
等、発注者側との連係に変化

見直しの考え方

１. 見直しの考え方
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基 本 方 針

『技術力とブランド力』に磨きをかけ、
社会の発展に貢献する

新技術の開発とＤＸの推進により、
新たな事業モデルと市場の開拓に取り
組む

収益志向を高め、経営体質の強化を通
じて企業価値向上を図る

基 本 戦 略

経営資源の最大活用を見据えた受注
活動を展開すると共に、市場動向を
適切に捉え、全社的企業価値を高め
ていく

風車ビジネスの先駆者として、新た
な領域となる「洋上風車タワー」の
製造にチャレンジし、カーボンニュ
ートラル社会の実現に貢献する

安全と品質を徹底し、生産体制を整
備のうえ、モノづくり改革に取り組
み、大型インフラ事業での貢献を通
じ収益を極大化する

サステナビリティ経営の本質を従業
員が理解し、マテリアリティの実践
を通じて、強固な内部管理体制と揺
ぎない事業基盤を構築する

技術力の源泉となる人的資本への取
り組みを強化し、働き方改革を通じ
て、人財の活性化を図る

ガバナンスの強化、情報発信の質的
かつ量的な充実を図り、株主、取引
先をはじめとするステークホルダー

との関係性を高める
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２. 修正_基本方針、基本戦略



修正後
戦略(施策)

橋梁事業 鉄骨事業 インフラ環境事業

進捗
・計画初年度の業績には手応えも、鋼橋発注

量が低迷するなか受注で苦戦
・フロントローディングやＤＸ導入による原

価低減効果は限定的

・予想以上の急ピッチで操業が高まり、工場
機能が混乱し、深刻な収益悪化に陥った

・東京トーチビル等の高難度案件を受注も、
案件延期が散見され、操業下振れが懸念

・海外受注不調により業績下振れ
・陸上風車の製品ラインアップ拡充は、円安

影響により部品選定等で進捗遅延
・洋上風車タワー事業への投資57億円に着手

修正後
戦略(施策)

・高付加価値案件選別と工場操度安定を念頭
に柔軟な受注活動を強化し、大型案件売上
高シェアを高める

・案件類型毎に目標売上高と目標利益率を設
定し、収益志向を高めてセグメント利益を
24億円とする

・利益率向上にむけて、工場改革による原価
低減に取り組む

・工事施工、設計部署の技術者の充実を図り、
対応力強化を通じ収益寄与を高める

・部門間連携を強化し、新たな鋼構造物への
取り組みを強化する

・高難度案件の取り組みにより、技術力とブ
ランド力を更に高める

・売上高目標を245億円に下方修正も、コス
ト体質改善で常に利益が出る事業体質を構
築

・人財増強を行い、工場体制、客先対応力、
提案力を強化ポイントに技術優位性を確固
たるものとする

・工場のデジタル改革を断行し、進捗管理と
収益管理の強化を通じて、セグメント利益
20億円とする

・発注者との関係性強化、外注体制の最適化
により、収益強大化に取り組む

・日本政府が主導する「ウクライナ復興事
業」にモジュール橋梁と風力発電設備導入
で参画（現地企業とは覚書を締結済み）

・陸上風車はスケールアップ機の開発を加速
し、営業活動の並行により受注を積み上げ、
売上高目標を18億円以上とする

・各種開発費用が先行し、セグメント利益は
赤字となるも、次代の中核ビジネスとして
育成強化

・洋上風車タワー事業では、納入先となる風
車メーカーとの連携を強化し、年産30本の
生産体制構築を目指す
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３. 修正_セグメント別の戦略（施策）



＜百万円＞

（連結）

 橋  梁 18,000 16,000

 鉄  骨 37,000 24,500

 インフラ環境 4,400 1,850

 その他 600 650

 売 上 高 60,000 43,000
 橋  梁 2,430 2,400

 鉄  骨 3,900 2,000

 インフラ環境 700 ▲ 50

 その他 ▲ 560 ▲ 1,150

 セグメント利益 6,470 3,200
 営 業 利 益 5,000 1,800
（ 利 益 率 ） ( 8.3%) ( 4.2%)
 経 常 利 益 4,700 1,700
 帰属当期純利益 3,300 1,200

(新規事業開発費)  (1,400)
 上記を除く 営業利益 3,200
（ 利 益 率 ） ( 7.4%)

（2025年度） （2025年度）

中期経営計画 2023

最終年度 最終年度
当初計画 修正計画
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４. 修正_業績計画

● 想定と異なる外部環境の変化、新たに明らかになった内部事情を
踏まえて、基本方針、基本戦略、事業セグメント別戦略（施策）
の見直しを行ったことより、左記の通り業績計画を修正

● 「業績の飛躍的向上」から「経営体質の強化」への軸足移行によ
り、特に利益水準は大幅下方修正（営業利益 50億円 ⇒ 18億円）
となる

● 重要指標としている営業利益率は、新規事業開発費を除くベース
で 7.4％（営業利益 32億円）を計画し、一定の収益を獲得する

● 今回、業績計画を見直すものの、現時点では、東京証券取引所
市場区分（プライム市場上場維持）に関する方針は不変

業績計画修正の考え方


Sheet1 (2)

								中期経営計画 2023 チュウキケイエイ ケイカク												次期中計 ジキ チュウケイ

																								＜百万円＞ ヒャクマンエン

								最終年度 サイシュウネンド						最終年度 サイシュウ ネンド						最終年度 サイシュウネンド

								当初計画 トウショ ケイカク						修正計画 シュウセイ ケイカク						目標目線 モクヒョウ メセン

								（2025年度） ネンド						（2025年度） ネンド						（2028年度） ネンド

						 橋  梁 ハシ ハリ		18,000						16,000						18,500

						 鉄  骨 テツ ホネ		37,000						24,500						25,000

						 インフラ環境 カンキョウ		4,400						1,850						3,700

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ														7,000

						 その他 タ		600						650						800

				 売 上 高 バイ ウエ ダカ				60,000						43,000						55,000

						 橋  梁 ハシ ハリ		2,430						2,400						2,750

						 鉄  骨 テツ ホネ		3,900						2,050						2,300

						 インフラ環境 カンキョウ		700						▲ 40						80

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ														(450)

						 その他 タ		▲ 560						▲ 1,110						320

				 セグメント利益 リエキ				6,470						3,300						5,000

				 営 業 利 益 エイ ギョウ リ エキ				5,000						1,900						3,500

				（利益率） リエキリツ				( 8.3%)						( 4.4%)						( 6.4%)

				 経 常 利 益 ヘ ジョウ リ エキ				4,700						1,800						3,400





Sheet1

								中期経営計画 2023 チュウキケイエイ ケイカク



																				＜百万円＞ ヒャクマンエン

								最終年度 サイシュウネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

								当初計画 トウショ ケイカク						修正計画 シュウセイ ケイカク

								（2025年度） ネンド						（2025年度） ネンド

						 橋  梁 ハシ ハリ		18,000						16,000

						 鉄  骨 テツ ホネ		37,000						24,500

						 インフラ環境 カンキョウ		4,400						1,850

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ

						 その他 タ		600						650

				 売 上 高 バイ ウエ ダカ				60,000						43,000

						 橋  梁 ハシ ハリ		2,430						2,400

						 鉄  骨 テツ ホネ		3,900						2,000

						 インフラ環境 カンキョウ		700						▲ 50

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ

						 その他 タ		▲ 560						▲ 1,150

				 セグメント利益 リエキ				6,470						3,200

				 営 業 利 益 エイ ギョウ リ エキ				5,000						1,800

				（ 利 益 率 ） リ エキ リツ				( 8.3%)						( 4.2%)

				 経 常 利 益 ヘ ジョウ リ エキ				4,700						1,700

				 帰属当期純利益 キゾク トウキ ジュンリエキ				3,300						1,200



						(新規事業開発費) シンキ ジギョウ カイハツ ヒ		 (860)						 (1,400)

				 上記を除く 営業利益 ジョウキ ノゾ エイギョウ リエキ				5,860						3,200

				（ 利 益 率 ） リ エキ リツ				( 9.8%)						( 7.4%)



						(新規事業開発費) シンキ ジギョウ カイハツ ヒ		 (860)						 (1,400)

				 上記を除く 経常利益 ジョウキ ノゾ ケイジョウ リエキ				5,560						3,100





Sheet2

						橋梁事業 キョウリョウ ジギョウ		鉄骨事業 テッコツ ジギョウ		インフラ環境事業 カンキョウ ジギョウ

				進捗 シンチョク		
　・計画初年度の業績は手応えあるも、業界発
　　注量が低迷するなか受注苦戦
　・フロントローディングやＤＸ導入による原
　　価低減は限定的にとどまる ケイカク ショネンド ギョウセキ テ ゴタ ギョウカイ ハツ チュウ リョウ テイメイ ジュチュウ クセン ドウニュウ ゲン カ テイゲン ゲンテイ テキ		　
　・予想以上の急ピッチにて操業が高まり、工
　　場機能が混乱し深刻な収益悪化に陥った
　・東京トーチビルなどの高難度案件を受注も
　　案件期ズレが散見され操業下振れが懸念 ヨソウ イジョウ キュウ ソウギョウ タカ コウ ジョウ キノウ コンラン シンコク シュウエキ アッカ オチイ トウキョウ コウナンド アンケン ジュチュウ アンケン キ サンケン ソウギョウ シタブ ケネン		　
　・海外受注不調により業績は大幅下振れ
　・陸上風車の製品ラインアップ拡充に取り組
　　むも、円安影響で部品選定など進捗遅延
　・洋上風車タワー事業への投資57億円に着手 カイガイ ジュチュウ フチョウ ギョウセキ オオハバ シタブ リクジョウ フウシャ セイヒン カクジュウ ト ク エンヤス エイキョウ ブヒン センテイ シンチョク チエン ヨウジョウ フウシャ ジギョウ トウシ オクエン チャクシュ

				修正後
戦略(施策) シュウセイゴ センリャク シサク		　
　・高付加価値選別と工場操業度安定を念頭に、
　　柔軟な受注活動を強化
　　大型案件の売上高シェアを高める　

　・案件類型毎に目標売上高と目標利益率を
　　設定し、収益志向を高めてセグメント利益
　　24億円以上とする　

　・利益率向上に向けて、工場改革による原価
　　低減に取り組む　　　
　
　・工事施工、設計部署の技術者の充実を図り、　　
　　対応力強化を通じて収益寄与を高める　　
　　　
　・部門の連携を強化し、新たな鋼構造物への
　　取り組みを強化する コウフカ カチ センベツ コウジョウ ソウギョウド アンテイ ネントウ ジュウナン ジュチュウ カツドウ キョウカ オオガタ アンケン ウリアゲ ダカ タカ アンケン ルイケイ ゴト モクヒョウ ウリアゲ ダカ モクヒョウ シュウエキシコウ タカ オクエン イジョウ リエキリツ コウジョウ ム コウジョウ カイカク テイゲン ト ク コウジ セコウ セッケイ ブショ ギジュツシャ ジュウジツ ハカ タイオウ リョク キョウカ ツウ キヨ タカ ブモン レンケイ キョウカ アラ コウコウゾウブツ		　
　・高難度案件の取り組みにより、技術力と
　　ブランド力を更に高める

　・売上高目標を245億円に下方修正も、コスト
　　体質改善で常に利益が出る事業体質を構築

　・人財増強を行い、工場体制、客先対応力、
　　提案力を強化ポイントに技術優位性を確固
　　たるものとする

　・工場のデジタル改革を断行し、進捗管理と
　　収益管理の強化を通じてセグメント利益
　　20億円以上とする

　・発注者との関係性強化、外注体制の最適化
　　により、収益強大化に取り組む
 コウナンド アンケン ト ク ギジュツ リョク リョク サラ タカ ウリアゲダカ モクヒョウ オクエン カホウ シュウセイ タイシツ カイゼン ツネ リエキ デ コト ギョウ タイシツ コウチク ジンザイ ゾウキョウ オコナ コウジョウ タイセイ テイアンリョク キョウカ ギジュツ カッコ コウジョウ カイカク ダンコウ シンチョク カンリ シュウエキ カンリ キョウカ ツウ オクエン イジョウ ハッチュウシャ カンケイセイ キョウカ		
　・日本政府が主導する「ウクライナ復興事業」
　　にモジュール橋梁と風力発電設備導入で参
　　画（現地企業とは覚書を締結済み）

　・陸上風車はスケールアップ機の開発を加速
　　し、営業活動の並行により受注積み上げ、
　　売上高目標を18億円とする

　・各種開発費用が先行し、セグメント利益は
　　若干の赤字となるも、次代の中核ビジネス
　　として育成強化

　・洋上風車タワー事業では、納入先となる風
　　車メーカーとの連携を強化し、年産30本の
　　生産体制構築を目指す ニホン セイフ シュドウ フッコウ ジギョウ キョウリョウ カゼ チカラ ハツデン セツビ ドウニュウ マイ ガ ゲンチ キギョウ オボエガキ テイケツ ス リクジョウ フウシャ キ カイハツ カソク エイギョウ ヘイコウ ア ダカ モクヒョウ オクエン カクシュ カイハツ ヒヨウ センコウ リエキ ジダイ チュウカク イクセイ キョウカ ヨウジョウ フウシャ ジギョウ ノウニュウ サキ レンケイ キョウカ ネンサン ホン セイサン タイセイ コウチク メザ
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Sheet1 (3)

								中期経営計画 2023 チュウキケイエイ ケイカク



																				＜百万円＞ ヒャクマンエン

								最終年度 サイシュウネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

						（連結） レンケツ		当初計画 トウショ ケイカク						修正計画 シュウセイ ケイカク

								（2025年度） ネンド						（2025年度） ネンド

						 橋  梁 ハシ ハリ		18,000						16,000

						 鉄  骨 テツ ホネ		37,000						24,500

						 インフラ環境 カンキョウ		4,400						1,850

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ

						 その他 タ		600						650

				 売 上 高 バイ ウエ ダカ				60,000						43,000

						 橋  梁 ハシ ハリ		2,430						2,400

						 鉄  骨 テツ ホネ		3,900						2,000

						 インフラ環境 カンキョウ		700						▲ 50

						洋上風車タワー ヨウジョウ フウシャ

						 その他 タ		▲ 560						▲ 1,150

				 セグメント利益 リエキ				6,470						3,200

				 営 業 利 益 エイ ギョウ リ エキ				5,000						1,800

				（ 利 益 率 ） リ エキ リツ				( 8.3%)						( 4.2%)

				 経 常 利 益 ヘ ジョウ リ エキ				4,700						1,700

				 帰属当期純利益 キゾク トウキ ジュンリエキ				3,300						1,200



						(新規事業開発費) シンキ ジギョウ カイハツ ヒ								 (1,400)

				 上記を除く 営業利益 ジョウキ ノゾ エイギョウ リエキ										3,200

				（ 利 益 率 ） リ エキ リツ										( 7.4%)



						(新規事業開発費) シンキ ジギョウ カイハツ ヒ		 (860)						 (1,400)

				 上記を除く 経常利益 ジョウキ ノゾ ケイジョウ リエキ				5,560						3,100
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● 成長戦略は緩めることなく、投資額水準を110億円（当初
計画比+30億円）とする
成長投資の主なものは、洋上風車タワー製造ライン整備、
陸上風車製造ライン拡張、橋梁事業と鉄骨事業の工場改革

● 今回見直しによる成長投資額上方修正（＋30億円）と営業
キャッシュフロー下方修正（▲40億円）の手当てとして、
政策保有株式縮減及び借入等による資金調達を計画

● 営業キャッシュフロー、政策保有株式縮減及び借入等によ
り得た資金を成長投資と株主還元に配分

● 株式配当については、現行水準（年間配当70円/株）を基
本とし、利益増強により得た資金を成長投資と増配にバラ
ンスよく充当

計画期間中の資金計画、投資計画の概要

2021.3期 2022.3期 2023.3期 2024.3期 2026.3期(予)

【当初計画からの変更】

・成長投資
80億円 ⇒ 110億円

・営業キャッシュフロー
100億円 ⇒ 60億円

営業
キャッシュフロー（＊）

６０億円

政策保有株式縮減
及び借入等

株主還元

業績の拡大に応じた
増配を検討

成長投資

１１０億円

（＊）運転資金増減を除く

１株当たり配当額の状況（円/株）

70 70 70 70

6

５. 修正_資本計画
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会社概要
街をつなぐ・支える・守る

商 号 株式会社駒井ハルテック（英訳名 KOMAIHALTEC Inc.）

設 立 1883年（明治16年）創業

本 社 所 在 地 東京都台東区上野一丁目19番10号

従 業 員 数 632名（2024年3月末・連結）

資 本 金 66億1,994万円（2024年3月末）

事 業 内 容

【橋梁事業】橋梁の設計・製作及び現場架設、鋼橋の現場工事の施工及び維持補修
【鉄骨事業】鉄骨・鉄塔の設計・製作及び現場建方
【インフラ環境事業（再生可能エネルギー・海外インフラ事業）】

風力発電システム及び太陽光発電システムの設計、製作、施工

関 連 会 社

【連結子会社】
東北鉄骨橋梁（株）・・・・・ 鉄骨・橋梁

（株）シップス ・・・・・・・・ 印刷・不動産
KHファシリテック（株）・・ 鉄骨・橋梁
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沿革

1883
創業

1921
創業

1943
株式会社駒井鐵工所設立

株式会社ハルテック

駒井鉄工株式会社

株式会社
駒井ハルテック

1997
ISO9001認証登録

2010
ISO14001認証登録

1941
株式会社春本組設立

1997
ISO9001認証登録

2010
合併により設立

2014
富津工場に風車2号機運転開始

9Copyright ©KOMAIHALTEC Inc. All Rights Reserved.

1912
鉄筋構造物

1914
橋梁

1955頃
電力会社
関連建物

1963
初の
海外工事

1967
歴史的建物

1969
新幹線橋梁

1971
水門工事

1980
本州四国
連絡橋

1993
横浜ランド
マークタワー

施工形態の
変遷

1961
新幹線橋梁

1963
タワー

1964
高速道路橋

1970
超高層ビル

• 関西初

1970
本州四国
連絡橋

1987
複合斜張橋

• 日本初

1986
APS
ｱﾝｶｰｹｰﾌﾞﾙ

1987
大型鉄骨
工事

2002
PC複合橋

• 日本初

施工形態の
変遷

1965
大阪万博工事

2012
• 新東名高速
• 東京スカイツリー
• パレスホテル東京

施工
実績例

2014
• 虎ノ門ヒルズ
• 京橋トラストタワー
• 福島再生可能エネルギー
研究所風車

2016
• JR新宿ミライナタワー
• ブータン･ルベッサ風車
• ロシア･カムチャツカ風車

2019
• 西部バングラ橋梁
• 新国立競技場

2020
• 恋野橋開通
• 立川ステージガーデン
• 磐田食品工場風車

2013
• 三重大学風車

2023
• 麻布台ヒルズ



鉄骨

鉄骨

事業所・工場

本社【東京】

東北営業所

群馬営業所

九州営業所

中国営業所

テクニカルセンター、(株)シップス

富津工場

名古屋営業所

和歌山営業所
和歌山工場

本店【大阪】

大阪事業所

橋梁

【生産能力】
・橋梁：2,000t/月
・鉄骨：4,000t/月

【生産能力】
・橋梁
・鉄骨

橋梁 鉄骨

Sグレード工場

：2,500t/月

東北鉄骨橋梁(株)
橋梁
Sグレード工場

KHファシリテック(株)
鉄骨橋梁
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株式会社 駒井ハルテック
住所 〒110-8547 東京都台東区上野一丁目19番10号
TEL 03-3833-5101

この資料に掲載している情報の一部には、将来の業績に関する記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
将来の業績は環境の変化などにより、実際の結果と異なる可能性があることにご留意ください。

お問い合わせ先
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